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令和５年11月

車
載
向
け
で
販
売
し
て
お
り
、
世
界
販

売
シ
ェ
ア
第
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
世
界

で
必
要
と
さ
れ
続
け
る
企
業
を
目
指
し
、

お
客
様
に
満
足
さ
れ
る
製
品
を
供
給
す

る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
社
員
の
安
全
と
健
康
を
第
一
に
考

え
、
働
く
職
場
の
環
境
を
向
上
す
る
追

及
も
日
々
行
っ
て
お
り
ま
す
。
安
全
衛

生
委
員
会
、
入
社
時
の
安
全
衛
生
教
育
、

そ
し
て
部
署
毎
に
安
全
教
育
資
料
を
作

成
し
、
定
期
的
に
教
育
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
の
定

期
的
実
施
で
リ
ス
ク
メ
ン
ト
を
行
い
安

全
衛
生
環
境
へ
改
善
す
る
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
健
康
経
営
へ
力
を
入
れ
、
社

員
へ
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
無
償
配
布
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
の
全
額
補

　

11
月
７
日
㈫
、島
根
県
民
会
館
中
ホ
ー

ル
に
お
い
て
島
根
産
業
安
全
衛
生
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
下
か
ら
３
２
５

名
、
益
田
支
部
管
内
か
ら
は
12
名
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

益
田
支
部
の
今
年
度
の
表
彰
受
賞
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
サ
ン
電
子
工
業
（
株
）
益
田
工
場

　

代
表
取
締
役
社
長 

礒　

垣　

匡　

樹

　

益
田
工
場
長 

高　

橋　

一　

徳

　

島
根
県
益
田
市
虫
追
町
ロ
３
２
０-

５
４

　

労
働
者
数　

１
８
３
名

　

当
社
は
１
９
５
８
年
設
立
し
、
大
阪

府
四
條
畷
市
に
本
社
を
構
え
、
製
造
拠

点
を
国
内
外
に
４
箇
所
と
、
営
業
拠
点

を
国
内
海
外
含
め
７
箇
所
置
き
、
ア
ル

ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
設
計
開
発
、
製
造

販
売
を
一
貫
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
世

界
で
初
め
て
開
発
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
は
世
界
中
に

◎ 

奨
励
賞
（
安
全
確
保
対
策
）

島
根
労
働
局
長
表
彰

助
な
ど
、
社
員
一
人
一
人
の
健
康
意
識
が

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
産
業
医
や
精
神
科

医
と
連
携
し
、
メ
ン
タ
ル
不
調
の
あ
る
社

員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

製
造
工
場
で
あ
る
以
上
、
労
働
災
害
と

は
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
す
が
、
社
員
全

員
が
安
全
意
識
を
高
め
労
働
災
害
防
止

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
島
根
労

働
局
長
奨
励
賞
と
い
う
名
誉
あ
る
表
彰

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
社
員
一
同
大

変
光
栄
に
思
い
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
励
み
に
今
後
も
社
員
一
同
、
安
全
衛
生

並
び
に
日
々
の
業
務
に
邁
進
し
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
表
彰
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎ 

安
全
衛
生
推
進
賞

◆
谷　

岡　

宏　

幸

（
大
畑
建
設
株
式
会
社
）

　

当
社
は
、
益
田
市
に
お
い
て
、
土
木
工

事
、
港
湾
工
事
、
建
築
工
事
、
住
宅
工
事
、

造
園
工
事
、
区
画
線
塗
装
・
標
識
設
置

工
事
を
行
っ
て
い
る
総
合
工
事
業
社
で

す
。
そ
の
中
で
私
は
、
会
社
と
現
場
の
安

全
担
当
と
し
て
奮
闘
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。、
現
在
は
、
定
年
を
機
に
安

全
室
長
を
退
き
、
後
任
者
の
サ
ポ
ー
ト

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
災
防
島
根
県
支
部
益
田
分

会
様
の
指
導
員
と
し
て
の
ご
縁
も
い
た
た

だ
き
、
既
に
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
益

田
地
区
、
島
根
県
で
の
建
設
業
で
の
安

全
活
動
を
、
現
在
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

安
全
は
、
店
社
及
び
現
場
の
従
業
員
、

ま
た
、
協
力
会
社
各
社
各
従
業
員
の
方
々

た
め
の
最
重
要
事
項
。
そ
の
意
識
を
今

後
も
持
ち
続
け
、
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
変
化
す
る
会
社
及
び
現
場
の
安

全
状
況
の
確
認
の
た
め
に
、
何
よ
り
も
大

切
な
の
は
パ
ト
ロ
ー
ル
。
最
低
月
１
回
の

全
現
場
の
定
例
パ
ト
ロ
ー
ル
。
会
社
内

の
社
屋
内
及
び
倉
庫
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
。

そ
の
他
、
随
時
の
各
部
門
の
現
場
パ
ト

ロ
ー
ル
と
、
必
要
に
応
じ
現
場
の
現
状
に

で
き
る
だ
け
即
し
た
安
全
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
た

日
々
の
作
業
に
お
け
る
Ｋ
Ｙ
活
動
、
安
全

な
施
工
方
法
を
含
め
た
技
術
伝
承
の
た

め
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
推
進
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
結
果

令
和
５
年
度

島
根
産
業
安
全
衛
生
大
会 

表
彰
受
賞
者
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良
く
す
る
為
の
問
題
、
課
題
点
の
対
策

を
皆
で
考
え
ま
す
。
少
し
ず
つ
問
題
を

解
決
し
て
い
く
事
で
職
場
の
雰
囲
気
も

良
く
な
り
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上

が
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

島
根
労
働
基
準
協
会
に
て
奨
励
賞
を
頂

き
従
業
員
一
同
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎ 

優
良
職
長
賞

の
分
析
と
本
社
及
び
現
場
へ
の
水
平
展

開
な
ど
を
行
い
、
即
時
対
応
・
即
時
実

践
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
作
業
中
の
作
業
手
順
の
良
し

悪
し
、
保
護
具
の
使
用
状
況
、
不
安
全

行
動
・
不
安
全
状
態
の
確
認
と
必
要
時

の
即
時
改
善
指
導
、
現
場
の
４
Ｓ
の
確
認

と
指
導
に
よ
り
、
毎
日
快
適
作
業
が
で

き
る
現
場
で
い
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

当
社
の
社
訓
は
、「
誠
実
・
信
頼
、
創
造
・

実
践
、
心
技
一
体
」
の
３
つ
で
す
。
こ
の

精
神
に
沿
っ
て
、
今
後
も
現
場
が
、
安
全

施
工
の
現
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
表
彰
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆
井　

口　

誠　

司

(

大
畑
建
設
株
式
会
社)

　

当
社
は
１
９
５
３
年
に
創
業
し
本
年

で
70
周
年
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
内
容

と
し
て
は
土
木
、
港
湾
、
建
築
、
住
宅
、

造
園
、
交
通
事
業
、
万
葉
公
園
指
定
管

理
業
務
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

施
工
地
域
は
益
田
市
内
だ
け
で
な
く
島

根
県
全
域
、
鳥
取
県
、
山
口
県
、
広
島

県
に
及
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
山
陰
道

完
成
の
為
多
く
の
現
場
で
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
19
年
12
月
に
入
社
し
交
通

事
業
部
に
配
属
と
な
り
、
様
々
な
現
場

作
業
に
お
い
て
実
務
経
験
を
し
、
前
任

者
退
職
後
職
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

職
長
と
し
て
現
場
に
従
事
し
、
持
っ
て
い

る
知
識
、
経
験
、
技
術
を
活
か
す
と
と

も
に
安
全
第
一
を
最
優
先
に
現
場
で
一
緒

に
作
業
を
す
る
仲
間
へ
の
育
成
、
指
導
を

し
て
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
職
長
と
し
て
意
識
し
て
い
る
こ

と
は
、
作
業
車
で
の
現
場
移
動
が
多
い
の

◎ 

奨
励
賞
（
安
全
確
保
対
策
）

島
根
労
働
基
準
協
会
長
表
彰

◆
イ
ワ
タ
ニ
島
根(

株)

益
田
事
業
部　

益
田
支
店

　

代
表
取
締
役
社
長 

大　

和　

徳　

也

　

益
田
事
業
部
長 

田　

原　

秀　

寿

　

当
社
は
岩
谷
産
業
株
式
会
社
の
グ

ル
ー
プ
会
社
と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
島

根
県
西
部
４
社
１
事
業
所
を
統
合
し
発

足
致
し
ま
し
た
。「
世
の
中
に
必
要
な
人

間
と
な
れ
、
世
の
中
に
必
要
な
も
の
こ
そ

栄
え
る
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
企
業
理
念
の

下
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、富
士
の
湧
水
、ガ
ス
機
器
、

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
等
を
展
開
し
、
石
見
エ

リ
ア
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
生
活

サ
ー
ビ
ス
企
業
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
脱
炭
素
に
積
極
的
に
取
組
み
、

未
来
を
見
据
え
た
水
素
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
危
険
物
を
取
扱
う
会
社

で
あ
る
為
常
に
意
識
を
持
ち
法
令
遵
守

を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
月
に
一
度
全
社
員

へ
向
け
た
保
安
教
育
、
年
一
度
の
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
安
教
育
も

一
方
通
行
で
は
無
く
議
題
を
挙
げ
、
互

い
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
学

ぶ
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
ま
す
。
防
災
訓

練
も
他
社
の
協
力
を
仰
ぎ
消
火
、
避
難

訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
な
ど
災
害
に
備
え

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
安
全
衛

生
推
進
委
員
会
を
開
き
、
職
場
環
境
を
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で
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
、
譲
り
合
い
や
マ

ナ
ー
の
向
上
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
私
が

作
業
を
す
る
交
通
事
業
部
の
作
業
は
区

画
線
、
標
識
、
防
護
柵
等
が
あ
り
、
作

業
箇
所
は
一
般
車
両
が
通
行
す
る
道
路

上
が
多
く
、
そ
の
時
の
状
況
に
あ
っ
た
作

業
方
法
を
考
え
行
動
で
き
る
よ
う
に
現

場
責
任
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
作

業
計
画
を
立
て
、
全
員
が
理
解
し
、
作

業
を
進
め
ま
す
。
一
緒
に
作
業
す
る
者
が

わ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
と
き
は
聞
き
や
す

い
よ
う
に
話
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
委

縮
し
な
い
で
自
ら
が
進
ん
で
行
動
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
実
際
の
作
業

に
お
い
て
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
な
ど
危
険
な
状

況
が
起
こ
っ
た
時
に
は
原
因
を
究
明
し
、

即
時
対
応
・
対
策
、
指
導
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
作
業
中
は
作
業
員
、
作
業
環

境
を
よ
く
観
察
し
作
業
に
応
じ
た
保
護

具
の
着
用
、
作
業
員
の
不
安
全
行
動
、

施
設
の
不
安
全
な
状
態
が
な
い
か
確
認

し
て
、
も
し
あ
れ
ば
即
時
指
導
し
、
対
応
・

改
善
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
に
作
業
が
で
き
る
現
場

づ
く
り
、
安
全
施
工
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

率
先
し
て
安
全
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
彰
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

～昨年同時期比較で労働災害が増加、特に第三次産業における転倒災害が増加～

１	　益田署管内の全産業における休業
４日以上の労働災害死傷者数は前年
同期と比較して１１人減少しました。
ただ、新型コロナウイルス感染症感
染者によるものを除くと、６人の増
加となっています。
　また、多くの業種で前年に比べて
死傷者数が減少もしくは横ばいと
なっておりますが、第三次産業やそ
の他の業種（農業や畜産業等）にお
いては増加となっています。事故の
型別では、新型コロナウイルス感染
症によるものを除くと、最も多いも
のは墜落・転落災害と転倒災害でと
もに１３名となっており、このうち
転倒災害は第三次産業だけで１１名
を占めています（前年同時期比＋８人）。
　つきましては、事業場内の安全な通路の確保や身体づくりのための運動プログラム等を導入していただく
など、転倒災害の防止に努めるとともに、墜落・転落災害の防止にも努めてください。

益田署管内及び全国における令和５年の労働災害の動向等 （令和５年 10 月10 日時点）

益田署管内労働災害発生状況（９月３０日時点）[単位：人 ]

２	　令和４年の全国における労働災害について、死亡災害は、令和３年 778 人から令和４年 774 人と前年より
減少し、過去最少となりました。島根県内でも、令和４年には５名であったところ、令和５年は１０月１０
日時点で２人と減少しておりますが、依然として尊い命が労働の場で失われています。
　また、休業４日以上の死傷災害（以下「死傷災害」という。）は、令和３年 130,586 人、令和４年 132,355 人（新
型コロナウイルス感染症のり患による労働災害は含まない数値）となり、近年は増加傾向にあります。島根
県内でも、令和４年の死傷者数は５１５人と、前年に比較して１８人増加しました。
　今年から、第１４次労働災害防止計画（５か年計画）が始まりますが、死亡災害の５％以上減少、死傷災
害の増加傾向に歯止めをかけることのほか、「①自発的に安全衛生対策に取り組むための意識啓発」、「②労
働者（中高年齢の女性を中心に）の作業行動に起因する労働災害防止対策の推進」、「③個人事業者等に対す
る安全衛生対策の推進」、「④化学物質等による健康障害防止対策の推進」等８つの目標があげられています。
このため、今まで以上に企業の労働衛生に対する取組みや、転倒・腰痛災害等の行動災害対策、ＧＨＳ分類
で危険性・有害性が確認されたすべての化学物質に対する危険性・有害性の情報の伝達（譲渡・提供時のラ
ベル表示・ＳＤＳ表示）等が重要となりますので、労働者や同じ場所で働く個人事業主等が安全に、安心し
て働くことができる職場環境の実現に向けてより一層の積極的な取組みをお願いします。
　なお、第１４次労働災害防止計画の詳細については、厚生労働省ホームページを参照してください。
　＜厚生労働省　労働災害防止計画について＞
　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000197308.html

令和４年 令和５年 対前年比

製 造 業 ２７ １１ －１６

建 設 業 １１ １１ ±０

運 輸 交 通 業 ７ １ －６

林 業 ８ ２ －６

第 三 次 産 業 ６６ ７６ ＋１０

そ の 他 １ ８ ＋７

全 産 業 計 １２０ １０９ －１１

転倒災害防止チェックリスト

□ 作業場や通路に段差や障害物などがない。（段差や障害物などをなくすことが難しい場合は、「見え
る化」を行っている。）

□ 作業場や通路に水、洗剤、油などがこぼれていない。

□ 滑りにくく、安定した靴を履いている。

□ 「歩きスマホ」や「ポケットハンド」などをしていない。

(3)　令和 5 年11月 益 田 支 部 だ よ り 第96号



島根県 最低賃金

時間額904円
47 円UP

前年比

令和5年 10月6日から

 

労
働
災
害
発
生
状
況

　
　

（
三
つ
の
思
い
を
巡
ら
せ
て
）

一
．
祈
り

　

た
と
え
ば
、
こ
こ
に
一
枚
の
「
令

和
５
年
労
働
災
害
発
生
状
況
（
１
～

９
月
）」
が
置
か
れ
て
い
る
。
印
刷
さ

れ
た
一
覧
表
に
は
、
松
江
、
出
雲
、

浜
田
、
益
田
と
あ
っ
て
、
松
江
の
と

こ
ろ
に
は
隠
岐
郡
内
の
も
の
が
、
そ

の
隣
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
を
差
し
出
さ
れ
た
時
、

人
は
ど
う
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た

と
え
ば
、
中
学
生
く
ら
い
の
学
生
さ

ん
。
松
江
と
益
田
で
は
面
積
や
人
口
、

産
業
の
規
模
や
構
造
が
違
う
か
ら
そ

れ
に
応
じ
た
数
に
だ
い
た
い
の
と
こ

ろ
お
さ
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
、

ま
ず
は
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

か
ら
業
種
を
ど
う
考
え
る
の
だ
ろ

う
？
ま
っ
さ
き
に
ど
の
業
種
が
一
番

多
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が

湧
く
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
自
分
の
と
こ
ろ
の
家
族
が

働
い
て
い
る
会
社
の
場
所
と
業
種
を

見
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

出
雲
の
建
設
会
社
で
働
い
て
い
る
お

父
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
出
雲
の
建
設
業

の
と
こ
ろ
。
浜
田
の
介
護
施
設
に
勤

務
す
る
お
母
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
浜
田

の
社
会
福
祉
施
設
の
欄
を
見
る
だ
ろ

う
。
な
に
が
言
い
た
い
の
か
と
い
う

と
、
実
は
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

数
字
と
い
う
の
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
も
の
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

災
害
は
日
常
か
、
非
日
常
か
、
と

問
わ
れ
れ
ば
、
非
日
常
で
あ
る
。
起

き
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
起
き
て
し

ま
っ
た
と
い
う
あ
れ
で
あ
る
。
労
働

を
行
う
環
境
に
は
大
き
な
機
械
が

あ
っ
た
り
、
有
害
物
質
を
扱
う
作
業

が
あ
っ
た
り
、
身
体
を
酷
使
す
る
肉

体
労
働
が
あ
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
人

間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
も

そ
う
だ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
災
害
の
可

能
性
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
抗
す

る
た
め
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

し
て
、
求
め
ら
れ
る
安
心
安
全
の
対

応
や
措
置
を
と
っ
て
い
こ
う
！
と
。

　

そ
う
な
の
だ
。
な
ん
と
か
事
故
か

ら
逃
げ
た
い
、
逃
れ
た
い
。
そ
の
た

め
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
尽

く
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
。
そ
し
て

災
害
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る
。

日
々
建
設
の
安
全
、
工
場
の
安
全
、

交
通
の
安
全
、
事
務
所
の
安
全
を
ひ

た
す
ら
祈
る
。・
・
・
・
・
・
・

　

労
働
災
害
発
生
状
況
を
前
に
し
て
、

わ
れ
わ
れ
労
基
署
の
人
間
が
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
そ
れ
は
こ

の
表
か
ら
実
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

の
仕
事
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
仕
事
を
す
る
理
由

の
根
幹
に
あ
る
「
人
の
生
き
る
望
み
・

希
望
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。
何

食
わ
ぬ
顔
で
日
常
を
生
き
る
、
生
き

て
い
く
の
が
、
人
の
最
大
の
望
み
で

あ
り
希
望
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

平
和
な
日
常
の
な
か
に
い
て
、
生
活

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
人
間

の
大
き
な
願
い
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
し
て
「
労
働
」
と
い
う
、
お
そ
ら

く
は
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
と
の
対
峙
。
こ
の

「
労
働
と
い
う
も
の
と
の
関
わ
り
」
を

わ
れ
わ
れ
は
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
強
く
思
う
の

だ
。

二
．
歯
医
者
に
て

　

先
日
歯
医
者
に
行
っ
た
。
奥
歯
が

割
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
そ
の
歯
を

抜
歯
し
て
も
ら
っ
た
。

　

歯
を
抜
い
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、

消
毒
を
す
る
し
ば
ら
く
の
時
間
、
椅

子
に
座
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
で
何
気
な

し
に
壁
に
掲
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を

眺
め
る
。

　

「
臼
歯
健
診
は
６
歳
で
」

そ
う
か
。
臼
歯
の
健
診
は
６
歳
な
の

か
…
６
歳
。
も
う
何
年
も
前
。
だ
。

と
す
る
と
、
６
歳
…
６
年
が
９
回
く

り
か
え
し
て
54
。
９
回
。
た
っ
た
９

回
で
も
う
こ
ん
な
に
な
る
の
か
。
こ

れ
が
私
の
感
想
だ
っ
た
。
６
年
間
が

９
回
く
り
か
え
さ
れ
る
と
54
歳
。（
実

際
に
は
そ
れ
に
も
う
２
、３
年
足
す
こ

と
に
な
る
。）
び
っ
く
り
で
あ
る
。
６

歳
の
こ
ろ
の
記
憶
。
犬
に
追
い
か
け

ら
れ
た
記
憶
。
今
は
亡
き
母
に
手
を

引
か
れ
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
買
い
物
に
行
っ
た
帰
り
の
夕
焼

け
空
の
記
憶
。
瀬
戸
内
海
の
砂
浜
に

眠
る
秘
宝
を
探
し
に
近
所
の
友
と
暗

く
な
る
ま
で
探
し
回
っ
た
記
憶
。
そ

ん
な
も
の
た
ち
が
目
を
つ
ぶ
っ
た
先

に
、
色
褪
せ
た
カ
ラ
ー
写
真
の
よ
う

に
ほ
ん
の
り
と
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

６
歳
が
９
回
で
54
。

　

そ
の
間
に
実
に
い
ろ
ん
な
経
験
を

積
ん
で
、仕
事
を
覚
え
、お
金
を
稼
ぎ
、

や
が
て
は
市
井
の
人
と
し
て
時
間
に

追
わ
れ
暮
ら
し
て
い
る
自
分
。
そ
し

て
そ
ん
な
自
分
に
は
（
も
）
常
に
労

働
が
つ
き
ま
と
っ
た
。

　

労
働
災
害
発
生
状
況
を
前
に
し
て
、

「
そ
り
ゃ
あ
、
事
故
な
ん
か
起
き
な
い

ほ
う
が
い
い
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な

い
か
！
」「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

わ
れ
た
っ
て
、
起
き
る
と
き
は
起
き

る
ん
で
ね
え
の
？
」
そ
ん
な
声
も
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
つ
ま
り
は
こ
う
い
う
こ

と
だ
。
汗
水
た
ら
し
て
働
い
て
い
る
。

こ
こ
ろ
の
汗
を
流
す
こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
勤
労
の
結
果
の
賃
金
が
あ
り
、

賃
金
は
生
活
の
糧
で
あ
っ
て
、
だ
か

ら
生
活
と
仕
事
は
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い
。
生
き
る
た
め
に
仕
事
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
。
だ
か
ら
働
く
と

い
う
行
為
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

三
．
コ
メ
ン
ト

　

11
月
は
過
労
死
等
防
止
月
間
。

　

今
年
の
過
労
死
等
防
止
月
間
の
チ

ラ
シ
の
コ
ピ
ー
が
「
し
ご
と
よ
り
、
い

の
ち
。」
で
あ
る
。

　

こ
の
コ
ピ
ー
に
対
し
て
批
判
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
ち
ょ
っ
と
思
い

ま
し
た
。
以
下
、
コ
メ
ン
ト
す
る
こ

と
を
な
に
と
ぞ
お
ゆ
る
し
い
た
だ
き

た
い
。

（
以
下 

コ
メ
ン
ト
）

な
ん
の
た
め
に
働
く
か
？

富
の
た
め
？
生
活
の
た
め
？
恋
人

の
た
め
？
家
族
の
た
め
？

み
ん
な
当
た
っ
て
い
る
。
そ
う
、

つ
ま
り
は
生
き
る
た
め
。

だ
と
す
れ
ば

仕
事
を
敬
う
こ
と
を
わ
す
れ
て
は

い
け
な
い
。

ゆ
え
に

天
秤
に
は
か
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
も

のし
ご
と
、
い
の
ち

ゆ
え
に
ゆ
え
に

い
の
ち
た
い
せ
つ

し
ご
と
た
い
せ
つ

（
渡
辺
淳
一
）

令和 5 年11月　(4)益 田 支 部 だ よ り第96号


